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岩
手
・柳

之
御
所
跡

所
在
地
　
　
　
山石
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
柳
御
所

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九

一
年

（平
３
）
四
月
～

一
二
月
、
二
　
一
九

九
三
年
四
月
～

一
二
月
、
三
　
一
一〇
〇

一
年
五
月
～

一
一

月
、
四
　
一
一〇
〇
二
年
五
月
～

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
一
。
一
一　
∽
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
三

・
四
　
岩
手
県
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
一　

一二
浦
謙

一
。
松
本
建
速

・
斉
藤
邦
雄

・
阿
都
勝
則
、

一
一　
松
本
建
速

・
平
澤
祐
子
、
三
　
羽
柴
直
人

・
戸
根
貴

之

・
斉
藤
邦
雄
ほ
か
、
四
　
杉
沢
昭
太
郎

・
戸
根
貴
之

・

斉
藤
邦
雄
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

柳
之
御
所
跡
は
、　
〓

一世
紀

醐
　
の
奥
州
を
支
配
し
た
平
泉
藤
原

一　
氏
の
居
館
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は

堀
に
よ
っ
て
南
北
に
大
き
く
二

分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
検
出
さ
れ
る
遺
構
や
遺
物
に
違
い
が
あ
り
、
場
の
使

わ
れ
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
今
回
報
告
す
る
計
四
次
の

調
査
の
う
ち
、
第
五
六
次
調
査
は
上
記
の
堀
跡
、
そ
れ
以
外
は
い
ず
れ
も
堀
の

南
側
に
あ
た
る
堀
内
部
地
区
で
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
一
連
の
発
掘
調
査
に
よ
る
検
出
遺
構
に
は
、
掘
立
柱
建
物
、
塀
、

園
池
、
多
数
の
井
戸

・
井
戸
状
遺
構
、
各
種
土
坑
、
橋
、
道
路
な
ど
が
あ
る
。

堀
内
部
地
区
の
中
心
に
は
園
池
が
あ
り
、
そ
の
北
側
か
ら
東
側
に
か
け
て
大
規

模
な
掘
立
柱
建
物
群
が
存
在
す
る
。
現
在
も
確
認
調
査
を
継
続
中
で
、
堀
内
部

地
区
は

『吾
妻
鏡
』
に
み
え
る
政
庁

「平
泉
館
」
に
相
当
す
る
と
の
見
方
が
、

い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

木
簡
は
、
第
三

一
次
調
査
に
お
い
て
井
戸
状
遺
構
三

一
Ｓ
Ｅ
二
か
ら

一
点
、

井
戸
状
遺
構
三

一
Ｓ
Ｅ
七
か
ら

一
点
、
土
坑
三

一
Ｓ
Ｋ
人
○
か
ら
二
点
の
計
四

点
、
第
四

一
次
調
査
に
お
い
て
堀
四

一
Ｓ
Ｄ
二
か
ら

一
点
、
井
戸
状
遺
構
四

一

Ｓ
Ｅ
四
か
ら

一
点
の
計
二
点
、
第
五
五
次
調
査
に
お
い
て
井
戸
五
五
Ｓ
Ｅ

一
か

ら

一
点
、
土
坑
五
五
Ｓ
Ｋ
二
九
か
ら
二
点
、
土
坑
五
五
Ｓ
Ｋ
四
三
か
ら

一
点
の

計
四
点
、
第
五
六
次
調
査
に
お
い
て
堀
五
六
Ｓ
Ｄ
三
九
か
ら

一
点
、
以
上
総
計

一
一
点
が
出
土
し
た
。

井
戸
状
遺
構
三

一
Ｓ
Ｅ
二
は
、
検
出
面
で
長
径
二

・
〇
四
ｍ
短
径

一
・
九

三
ｍ
の
隅
丸
正
方
形
の
平
面
を
も
つ
素
掘
り
の
井
戸
で
、
深
さ
は
三

・
六
五
ｍ

あ
り
、
底
に
向
か
っ
て
四
角
柱
形
に
す
ぼ
ま
る
形
状
を
と
る
。
底
面
に
は
灰
白

色
粘
土
を
敷
い
た
上
に
松
鶴
鏡
が
置
か
れ
て
い
た
。
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井
戸
状
遺
構
三

一
Ｓ
Ｅ
七
は
、
検
出
面
で
長
径
二

・
三
六
ｍ
短
径

一
・
七

六
ｍ
の
不
整
楕
円
形
の
平
面
を
も
つ
素
掘
り
の
井
戸
で
、
深
さ
は
五

・
八
〇
ｍ

あ
る
。
木
簡
の
ほ
か
に
、
底
面
か
ら
完
形
の
か
わ
ら
け
三
点
、
小
型
曲
物

一
点
、

木
の
削
り
か
す
が
出
上
し
て
い
る
。

土
坑
三

一
Ｓ
Ｋ
八
〇
は
、
検
出
面
で
長
径

一
・
〇
九

ｍ
短
径

一
・
〇
八
ｍ
を

測
る
不
整
円
形
の
土
坑
で
、
深
さ
は

一
・
五
人
ｍ
あ
り
、
底
に
向
か
っ
て
次
第

に
す
ぼ
ま
る
円
筒
形
を
呈
す
る
。
木
簡
の
ほ
か
、
ウ
リ
の
種
子
や
壽
木
が
多
量

に
出
土
し
た
。
便
所
あ
る
い
は
便
所
関
連
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
後
、　
〓

一

世
紀
後
半
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

堀
四

一
Ｓ
Ｄ
二
は
、
堀
内
部
地
区
を
取
均
囲
む
二
条
の
堀
の
う
ち
内
側
の
堀

で
、
幅
約

一
三
ｍ
最
大
深
さ
五
ｍ
を
測
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。

井
戸
状
遺
構
四

一
Ｓ
Ｅ
四
は
、
長
径
二

。
Ｏ
Ｏ
ｍ
短
径

一
。
人
人
ｍ
の
円
形

の
井
戸
で
、
深
さ
は
三

・
一
〇
ｍ
あ
る
。　
〓

一世
紀
後
半
に
埋
め
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

井
戸
五
五
Ｓ
Ｅ

一
は
、　
〓

一世
紀
前
半
の
井
戸
枠
を
も
つ
井
戸
。
埋
土
上
部

か
ら
、
か
わ
ら
け
を
は
じ
め
と
す
る
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

土
坑
五
五
Ｓ
Ｋ
二
九
と
土
坑
五
五
Ｓ
Ｋ
四
三
は
い
ず
れ
も

一
二
世
紀
に
属
し
、

後
者
は
形
状
か
ら
い
う
と
井
戸
状
遺
構
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

堀
五
六
Ｓ
Ｄ
三
九
は
、
堀
内
部
地
区
を
取
り
囲
む
二
条
の
堀
の
う
ち
の
外
側

の
堀
で
、
柳
之
御
所
と
無
量
光
院
と
の
間
に
立
地
す
る
猫
間
が
淵
と
呼
ば
れ
る

低
地
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
検
出
し
た
。
上
幅
は
最
大
で
人
～
九
ｍ
、

い

　

「
　
□
□
□

□
回
□
□
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
やＰ親
（ωωマ
∞
〓
Ｐ

い
ず
れ
も
ス
ギ
の
柾
目
材
。
い
は
、
左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
右
辺
は

割
れ
、
上
下
両
端
は
折
れ
。
平
仮
名
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
え
る
が
、

判
読
不
能
。
②
は
右
辺
が
割
れ
、
下
端
は
折
れ
。
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を

入
れ
た
付
札
状
の
も
の
で
あ
る
。
文
字
の
種
類
も
含
め
て
詳
細
は
不
明
。
①
は

下
幅
は
最
大
で
三

・
三
ｍ
、
深
さ
は
約
二

２
つ
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

第
三

一
次
調
査

井
戸
状
遺
構
二
一
Ｓ
Ｅ
ニ

①

　

口

□

井
戸
状
遭
構
三
一
Ｓ
Ｅ
七

②

　

「
＜
日
‐十
日

土
坑
二
一
Ｓ
Ｋ
人
Ｏ

Ｏ

　

□

　

　

【
一
一十
と

□
□
□
□
□

一
ｍ
で
、
断
面
は
逆
台
形
を
呈
す

（
ω
の
）
×
］
卜
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ

（
３

じ

×

含

ｅ

×
卜
　
ｏ
∞
ｏ

含

］
じ

×

Ｃ

じ

×

∞
　

ｏ
置



上
下
折
れ
、
左
右
割
れ
の
細
片
。
右
上
に
墨
痕
が
残
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
二
行
に
わ
た
っ
て
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
下
端
の
二
文

字
は

「
二
十
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
確
実
と
は
言
た
な
い
。
い
は
折
敷
の
断

片
で
、
右
辺
が
割
れ
。
木
釘
孔
は
な
く
、
桟
が
つ
か
な
い
型
式
の
も
の
で
あ
る
。

解
読
で
き
る
文
字
は
な
い
が
、
漢
字
が
二
行
書
か
れ
て
い
る
。

一
一　
第
四

一
次
調
査

堀
四
一
Ｓ
Ｄ
二

①

　

「南
元
大
般
若
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰＯ

通
叉
伽
８
岸

井
戸
状
遺
構
四
一
Ｓ
Ｅ
四

（符
　
　
　
　
篠
）

②

　

「
＜
鬼
鬼
鬼
　
物
　
急
々
如
律
令
」
　
　
　
　
Ｐ『受
誤
益

ｏ駕

い
ず
れ
も
ス
ギ
の
柾
目
材
。
ω
は
笹
塔
婆
。
上
端
は
圭
頭
で
、
左
右
に
二
段

の
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
下
端
は
折
れ
。
「南
元
大
般
若
」
に
続
く

一
文
字
が

認
め
ら
れ
る
が
判
読
不
能
。
②
は
呪
符
の
完
形
品
。
頭
部
は
山
形
で
、
左
右
に

切
り
込
み
が
入
る
。
切
り
込
み
部
分
の
表
面
に
紐
懸
け
と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
認

め
ら
れ
る
が
、
裏
面
に
は
な
い
。
下
端
は
二
方
向
か
ら
面
取
り
が
施
さ
れ
る
。

符
篠
は

「鬼
」

一
文
字
の
上
部
に

「鬼
」
二
文
字
を
逆
字
で
重
ね
て
い
る
。

「鬼
鬼
鬼
」
と
な
る
。
次
の

「物
」
は
、
第
二
人
次
調
査
で
出
土
し
た
二
点
の

呪
符
に

「惣
鬼
鬼
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

（本
誌
第
三
二
号
）、
「惣
」
を
意
図
し

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

〓
一　
第
五
五
次
調
査

工登
戸
五
五
Ｓ
Ｅ
一

ω

　

□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞∞て

（こ

さ

ｏ留

土
坑
五
五
Ｓ
Ｋ
二
九

②

　

口

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ潔

①

「口

回

　

　

　

　

　

　

　

　

（こ

×
ε

遜

昌

土
坑
五
五
Ｓ
Ｋ
四
三

④
　
　
日

回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Φ∞）
×
（Ｐ∞）
×
Ｎ

ｏ
∞
Ｐ

い
ず
れ
も
ス
ギ
の
柾
目
材
。
②
は
、
長
さ
は

一
二
四
剛
と
長
い
が
、
厚
さ
は

一
剛
し
か
な
く
、
削
暦
と
し
て
お
く
。
判
読
不
能
。
①
は
左
右
両
辺
が
割
れ
、

下
端
が
折
れ
で
あ
る
。
墨
痕
が
三
カ
所
に
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
、
詳
細
は
不
明
。

④
は
上
端
が
折
れ
、
左
右
両
辺
が
割
れ
で
あ
る
。
下
端
は
斜
め
に
な
る
。
や
や

厚
い
材
の
表
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

四
　
第
五
六
次
調
査

⑪

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞『て
（］点Ｘ
囀
寓
Ｐ
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ス
ギ
材
の
柾
目
板
。
上
下
両
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
割
れ
。
文
字
の

一
部

と
み
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

９
　
関
係
文
献

側
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『柳
之
御
所
跡
』
（岩

手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
三
二
人
、　
一
九
九
五
年
）

岩
手
県
教
育
委
員
会

『柳
之
御
所
遺
跡
―
第
五
五
次
発
掘
調
査
概
報
―
』

（岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書

一
一
三
、
二
〇
〇
二
年
）

同

『柳
之
御
所
遺
跡
―
第
五
六
次
発
掘
調
査
概
報
―
』
（岩
手
県
文
化
財
調
査

報
告
書

一
一
七
、
二
〇
〇
三
年
）

（三
浦
謙

一
）

二 (1)

三 (1)

三 (4)四 (1) ― (3)三 (2)三 (3)


